
～麻しん・風しん患者の対応のお願い～
麻しん・風しんは感染力が大変強く、社会への影響も非常に大きな感染症です。

医療機関は麻しん・風しん患者と接触し感染する可能性が特に高い施設です。近年、
医療機関職員の麻しん・風しん感染や、医療機関を介した感染拡大が発生しています。

医療機関では、①麻しん・風しんの患者が受診すること、②それらの患者からス
タッフが感染し、さらに拡大させる恐れがあること、③乳幼児や児童、妊婦、体力の
弱い方などの、麻しん・風しんにり患すると重症化しやすい方と接する機会も多いこ
と 等の事情から、麻しん・風しん患者が利用する場合の対応について、配慮をお願
いします。

医療機関では感染を予防するため、「平常時の対応」と「患者が発生した場合の迅
速な対応」が大変重要です。医療関係者は自らを麻しん・風しん感染から守ると同時
に、医療機関での感染拡大を防止するために、徹底した対策が求められています。
また、麻しん・風しん患者が他者と接触し感染を拡大させてしまうことの無いよう、

院外処方時の薬局利用への事前連絡の注意や、感染可能期間中の外出自粛等、医療機
関からも十分に指導していただきますよう、何卒御協力をお願いいたします。

この文書は以下の資料をもとに作成しています。いずれの資料もインターネットか
ら取得できますので、それぞれの資料を必ず御確認いただき、対策にお役立てくださ
い。

① 国立感染症研究所 医療機関での麻疹対応ガイドライン
② 国立感染症研究所 麻しんQ＆A（医療機関での麻疹の対応について）

（①、② 国立感染症研究所 麻疹のページから御確認ください）
③ 国立感染症研究所 医療機関における風しん対策ガイドライン
④ 国立感染症研究所 風しんQ&A

（③、④ 国立感染症研究所 風疹のページから御確認ください）
⑤ 日本環境感染学会 医療関係者のためのワクチンガイドライン第2版

（⑤ 日本環境感染学会 学会誌・発行物のページから御確認ください）
⑥ 厚生労働省 特定感染症予防指針
⑦ 厚生労働省 感染症法に基づく医師の届出のお願い

（⑥、⑦ 厚生労働省 感染症情報のページから御確認ください）

なお風しんは、麻しんとは異なり飛沫感染のみで空気感染はありませんが、麻しん
と同様に感染力が非常に強く、周囲や社会への影響も大きいことから、麻しんに準じ
た対応をお願いします。
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特に連絡なく患者が来院 患者から受診希望の連絡

保健所から発生連絡

麻しん・風しんの疑いがある場合は、
他患者等との接触が無いよう別室に誘導し対応

受付時に症状確認

接触者のリストアップ（スタッフ、他患者、同伴者、利用者等）
麻しん：空気感染の接触者 風しん：飛沫感染の接触者

接触した全スタッフの抗体価又はワクチン２回接種記録を確認
（接種１回のみは不十分 ・ 発症防止に必要な抗体価は参考資料⑤を確認）

リストアップされた接触者に連絡（スタッフ、他患者、同伴者、利用者等）
ワクチン接種記録の確認（記録なし・未接種・１回・２回）

全ての接触者について最終接触日から２１日間の健康観察
（スタッフは毎日、他患者・同伴者・利用者等は定期的に発症有無を確認する）

必要な事前準備
 全てのスタッフについてＭＲワクチン２回接種の徹底と
その記録の整理保管（専門職、事務職、パート、アルバ
イト、ボランティア、実習生等を含む）

 麻しん・風しん及びその疑い患者、発疹等のある患者は
受付時に申し出る旨の掲示と、受付時症状確認の徹底

 麻しん、風しん対応手順の整備と全スタッフへの周知

～麻しん・風しん対応の主な流れ～
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臨床的に麻しん又は風しんであると診断したら、院内で患者
を待機させ、中原区役所衛生課に連絡（044-744-3280）

麻しん、風しんに対する
十分な免疫を有するスタッ

フが対応する

症状や渡航歴等を聞き取り、
患者受け入れ準備

院外処方をする場合は、事前に薬局に連絡し、他利用者と
接触しないように屋外対応等の措置をとるよう依頼

患者に「寄り道せずに帰宅すること」、「検査結果判明まで
は出勤を含む外出を自粛すること」等を指導

行政検査の検体採取を
お願いする場合があります
（EDTA全血、尿、咽頭拭い液）

※検査で麻しん及び風しんが否定された場合は、後の対応は不要です

届出基準に合致する場合は発生届出（参考資料⑦）
（中原区役所衛生課 FAX 044-744-3342）


